






On Kozeny-Carman Constant 






































空際率一 ×形状係数 =~f …(2)単位容積中の粉体の表面積
Soを単位重量当りの粉体の表面積Sw(比表面積，
cm2/g)で表わすと













n = ~-=--2( 一一j ……."・H ・-……………・・…・(5)πmヘleノ
故に， t秒間に試料層を通過する流体の体積Qは:
Q=n 一 εAl πt.P ・g~4= nv = 1!'mマE・1FE-mt 
E .~ A，l，2 =tHAp・gT(l~r m2f"""""""" ・・・・・C6-a)
C6-a)式に(4)式を代入すれば，
r2 ， l ， 2.~ Aε3 
ニート→ムp.g2f'tァ一一一一τ ……(6-b) 同 ¥leノ fρ2(l-E)2SW
8 lle，2 句
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m= ん(l~~ ， .!!l皇一.上
V U¥fノd.P.gAt ε 







とになり，仮りにと /"8ニ2.83とすれば(lejl)= /τ， 





















d= 、/a …ー …ー……・・・...........…...... (ーlI→a) 3 
また，六方格子と考えれば，間隔dは
。
d = 1.075 /a ..，…・・・…-……ー …-…・一(lI-b) 
となる。
3 図 1はKoze貯 Carman定数の意味を与える
(7)式の関係を示したものである。すなわち，通直
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